
 

  

第 30 号 

平成２７年２月２０日 

Ｍａｉｌ＆Ｆａｘ 

発行元    

東京都認証・特別非営利活動法人 日本エステティック学会 ＪＡＰＡＮ ＳＯＣＩＥＴＹ ＦＯＲ ＥＳＴＥＴＩＣ 

         

 

 

 

 

「水素」「炭酸」「酵素」etc。新技術や新商品のオンパレードに悩まれていることでしょう。

先生の理念、信念はなんでしょう？先生のサロンはどんな強みがありますか？得意な技術

は何でしょう？消費者に充分アピールできていますか？自分を見失って他力本願で結局損

をしていませんか？今からオープンするサロンなら目新しい技術を導入するのもいいでし

ょう。先生は何年間今の場所で営業していらっしゃるのでしょうか？お得意様も沢山いら

っしゃいませんか？もっと先生自身がやれることが沢山あるのではないでしょうか？ 

一歩引いてサロンを見て見ると素敵な魅力が見えてくることもあります。 

 

 

 
サロン独自の消費者向け広告、チラシなどの作成についてはメーカーやディラ―から

提供された使用前後写真なども薬事広告規制上、そのままでは消費者向け広告には不

向きな場合があります。「脂肪を分解」「脂肪を溶かす」効果効用の表現にも最新の注

意が必要です。仕入先などと十分協議し、薬事法上の等、違法広告と指摘されないよ

うに心掛けてください。万一、都道府県、保険所等より注意指導を受けた場合には、

すみやかに改善するなど対応してください。 広告表現には充分注意を！！ 

 

 

きっと答えは自分の中に。 

 

 

  
「大手エステティックサロンの認識も家内手工業並みの意識レベル！」 

ハラスメント対策には素人。と言うより全く考慮していない事実が露呈した。小さな

お店を親類縁者でやっている程度の感覚だったのだろう。会社の代表者が法律を無視

する発言をしたのでは駄目である。労働者側も個人ユニオンなどに相談をして周到に

持ちかけてくるのだから、昔ながらの「なあなあ体質」では太刀打ちできない。「就業

規則」「給与規則」は最低常備しなくてはならない。個人サロンでも他山の石とせず、

真剣に労務管理に取り組む時代になったことを肝に銘じたい。 

 


